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JAAS (Japanese Association of Autism Support)

全国に約 100ヶ所設置されている発達障害者支援
センターは、平成 14 年に全日本自閉症支援者協会	
（以下、全自者協と称する）会員施設を主とする８
つの法人が委託を受けた「自閉症・発達障害者支
援センター」を前身としており、その後、平成 17
年に発達障害者支援法の施行に伴って「発達障害
者支援センター」の設置が進み、法律や制度の谷間
を埋めるように自閉症をはじめとする発達障害児者
（以下、発達障害者と称する）への直接的な支援や
関係諸機関に向けて支援モデルの提供等を主としな
がら活動していました。この時期に支援センター同
士が情報交換や専門性の向上、施策提言などを目的
とする発達障害者支援センター全国連絡協議会（以
下、全連協と称する）が正式に設立され、社会福祉
法人旭川荘の江草安彦理事長が初代会長を務めら
れています。
その後 20 数年の間に発達障害者が相談や療育、
就労生活に関連する支援を受けやすくなるように法
律や制度が整えられてきたことから、支援センター
に求められる役割も大きく変化しており、各自治体
における強みや課題が異なり、社会資源が不足して
いる地域では依然として直接支援のニーズが高くあ
る反面、サービスが過剰な地域ではニーズにあった
先を選別するための情報提供や事業所の質を上げる
ための研修やコンサルテーションなど、支援センター
に求められる役割が多様化してきています。一事業
所では対応しきれない困難事例に向けた対応におい
ては、職員にジェネラリストとしてより高度な視点
を有する専門性や多職種連携による組織的な体制が
必要とされていることから、医療保健・教育・福祉・
労働行政関係者がチームとして機能させていく仕組
みを構築・発展させることが求められ、発達支援マ
ネージャーの配置等を通して様々な支援モデルが構
築されてきました。
こうした各地域における実践モデルや支援の情
報を共有していくために、平成 20 年から国立障害
者リハビリテーションセンター内に発達障害情報・
支援センターが設置され、当事者や保護者をはじ
めとする関係諸機関の方々にも広く情報を周知す

る体制も整えられています。大分県発達障がい者
支援センター（以下、当センターとする）からも大
分県発達障がい者支援専門員の養成と活用を紹介
させていただき、全自者協において全国を対象に
した発達障害支援スーパーバイザー養成研修とし
て発展することができました。更に、この研修機
能を維持・向上させていくために、研修修了者の
活躍を報告したり、外部の関係諸団体との交流を
広めていくことを準備してきましたが、コロナ禍に
よる自粛ムードに押されてブレーキがかかる状況
が続いてしまいました。しかし、環境の変化ととも
に支援ニーズは益々広がりをみせ、全自者協が中
心に携わってきた強度行動障害のみならず、児童
発達支援においても新たに地域の中核的な支援と
しての機能が求められるなど、支援センターの機
能が細分化されて制度に組み込まれつつあります。
こうした新たな制度が実りを結ぶためには、適切な
支援情報の提供や研修、コンサルテーションなど、
支援センター設立当初のように全自者協の会員施
設が担うことを期待されていることが皆様も感じて
いらっしゃるのではないでしょうか。
全自者協もこの 20 年の間に創意工夫が積み重ね
られ、ブロック活動や部会等も発展しており、自閉
症者との豊かな育ちや暮らしを地域の中で保障でき
る団体として、今後、ますます内外において組織的
なつながりを深めていくことが望まれています。そ
んな期待が集まる中、今年度から全連協会長に当協
会の理事であるひょうご発達障害者支援センターク
ローバー和田康宏センター長が任命されるとともに、
当センターが全連協の事務局を担うことにもなりま
した。厚生労働省で発達障害施策調整官を務めて
いらっしゃる山根和史さんや発達障害対策専門官の
西尾大輔さんも同じく全自者協の仲間です。このよ
うに関係諸団体との方々とも手を結びやすい体制が
整っている時だからこそ、私達の実践を制度に反映
させていけるチャンスでもあります。発達障害者と
の豊かな育ちと暮らしが保障される地域づくりに向
けて更なる結束が必要です。より一層のご支援ご協
力をいただきますよう、よろしくお願いいたします。

「全日本自閉症支援者協会にかけられた期待」

全日本自閉症支援者協会　常任理事
発達障害者支援センター全国連絡協議会　事務局長
大分県発達障がい者支援センター　センター長　五十嵐　猛
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○	

下
記
の
通
り
全
日
本
自
閉
症
支
援
者
協

会
の
年
次
総
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

・
日
時
　	

令
和
6
年
6
月
14
日
（
金
）	

13
：
30
～
16
：
45

・
場
所
　	

T
K
P
東
京
駅
カ
ン
フ
ァ
レ
ン

ス
セ
ン
タ
ー
　
カ
ン
フ
ァ
レ
ン

ス
ル
ー
ム
２
A

○
松
上
会
長
挨
拶

全
自
者
協
は
発
足
当
時
か
ら
会
員
同
志

の
繋
が
り
が
深
い
団
体
で
す
の
で
、
久
し

ぶ
り
に
皆
様
に
お
会
い
で
き
て
嬉
し
く
思

い
ま
す
。
ま
た
、
全
自
者
協
か
ら
厚
労
省

の
調
整
官
と
専
門
官
を
輩
出
す
る
な
ど
、

小
さ
な
協
会
だ
が
厚
生
労
働
省
と
の
関
係

も
深
く
、
令
和
６
年
度
報
酬
改
定
に
向
け

た
ヒ
ア
リ
ン
グ
団
体
に
選
定
し
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
そ
の
中
で
中
核
的
人
材
を
配

置
し
て
強
度
行
動
障
害
の
方
々
を
支
援
し

た
場
合
の
加
算
に
つ
い
て
は
、
全
自
者
協

か
ら
も
具
体
的
な
案
を
提
案
し
、
制
度
に

反
映
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
今
後
と
も
、

皆
様
か
ら
支
援
現
場
の
課
題
も
お
聞
か
せ

い
た
だ
き
な
が
ら
、
厚
生
労
働
省
へ
も
要

望
や
提
言
を
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お

り
ま
す
。
中
核
的
人
材
の
養
成
に
も
様
々

な
課
題
が
あ
り
ま
す
が
、
や
は
り
全
自
者

協
が
リ
ー
ド
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

全
自
者
協
ニ
ュ
ー
ス
の
創
刊
号（
1
9
9
1

年
発
行
）
を
読
み
返
す
と
今
も
戦
争
が
起

こ
っ
て
い
ま
す
が
、
当
時
も
戦
争
が
起
き

て
お
り
、
そ
の
中
で
「
自
閉
症
の
方
々
は
、

ど
の
よ
う
な
暮
ら
し
を
し
て
い
る
の
だ
ろ

う
か
。
自
閉
症
の
方
々
が
地
域
で
平
和
に

暮
ら
す
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
私
た
ち
は

勉
強
し
て
取
り
組
み
を
進
め
て
い
か
な
け

れ
ば
な
ら
い
な
い
」
と
い
っ
た
旨
が
書
か

れ
て
い
ま
す
。
今
読
み
返
し
て
も
素
晴
ら

し
く
、
私
た
ち
の
原
点
を
感
じ
ま
し
た
。

是
非
、
一
度
お
読
み
い
た
だ
き
た
い
と
思

い
ま
す
。（
全
自
者
協
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

創
刊
号
か
ら
掲
載
し
て
い
る
）

今
回
の
総
会
で
は
役
員
の
改
選
も
あ
り
、

協
会
の
ビ
ジ
ョ
ン
な
ど
策
定
し
た
び
る
ど

U
P
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
報
告
も
ご
ざ
い
ま

す
。
皆
さ
ん
と
一
緒
に
新
し
い
ビ
ジ
ョ
ン

に
向
け
て
進
ん
で
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

○
議
事
の
進
行
　
　
　

定
款
第
16
条
の
規
定
に
よ
り
松
上
利
男

会
長
が
議
長
に
選
出
さ
れ
た
後
、
事
務
局

か
ら
全
89
施
設
中
、
出
席
36
施
設
　
委
任

状
41
施
設
　
合
計
77
施
設
で
過
半
数
を
満

た
し
て
い
る
の
で
総
会
が
成
立
し
て
い
る
こ

と
を
報
告
い
た
し
ま
し
た
。
下
記
、
8
件

の
議
案
が
提
出
さ
れ
、
い
ず
れ
も
出
席
者

の
全
員
一
致
で
承
認
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

（
1
）
令
和
5
年
度
事
業
報
告

①	

行
政
機
関
お
よ
び
関
連
団
体
と
の
情
報

交
換
、
連
携
・
協
議

	

厚
生
労
働
省
、
日
本
自
閉
症
協
会
、
日

本
知
的
障
害
者
福
祉
協
会
、
発
達
障
害

者
支
援
セ
ン
タ
ー
全
国
連
絡
協
議
会
、

J
D
D
ネ
ッ
ト
等
と
必
要
に
応
じ
て
情

報
交
換
を
行
っ
た

②
要
望
活
動

・	

自
由
民
主
党
障
害
児
者
問
題
調
査
会
に

会
長
が
出
席

・	

公
明
党
障
害
者
福
祉
委
員
会
に
会
長
が

出
席

・	

R
6
報
酬
改
定
に
向
け
た
厚
労
省
の
ヒ

ア
リ
ン
グ
に
松
上
会
長
と
志
賀
政
策
委

員
長
が
出
席

③	

第
36
回
研
究
大
会
（
神
奈
川
大
会
）
の

開
催

・	

期
日
：
対
面
開
催
：
令
和
5
年
12
月
11

日
（
月
）

　	

実
践
報
告
（
オ
ン
ラ
イ
ン
配
信
）：
令
和

6
年
2
月
1
日（
火
）～
3
月
31
日（
日
）

・
会
場
：
横
浜
ラ
ポ
ー
ル
シ
ア
タ
ー	

・	
主
管
：
社
会
福
祉
法
人
横
浜
や
ま
び
こ

の
里

・	

開
催
報
告
は
全
自
者
協
ニ
ュ
ー
ス
第
63

号
参
照

④
第
37
回
大
会
（
岩
手
大
会
）
の
企
画

・	

期
日
：
令
和
6
年
12
月
9
日
（
月
）
～

令
和
6
度
　
一
般
社
団
法
人 

全
日
本
自
閉
症
支
援
者
協
会
　
総
会
　
議
事
録

10
日
（
火
）

・	

会
場
：
ア
イ
ー
ナ
（
い
わ
て
県
民
情
報

交
流
セ
ン
タ
ー
）

・
主
管
：
北
海
道
東
北
ブ
ロ
ッ
ク

・
詳
細
は
要
項
参
照

⑤
会
報
の
発
行
（
２
回
／
年
）

・
全
自
者
協
ニ
ュ
ー
ス
61
号
発
行
（
６
月
）

・
全
自
者
協
ニ
ュ
ー
ス
62
号
発
行
（
11
月
）

・	

2
5
0
箇
所
に
送
付
（
会
員
、
発
達
障

害
者
支
援
セ
ン
タ
ー
、行
政
機
関
、議
員
、

そ
の
他
関
係
機
関
等
）

⑥	

世
界
自
閉
症
啓
発
デ
ー
2
0
2
4
の
共

催
／
日
本
実
行
委
員
会
へ
の
参
画

・	

当
協
会
か
ら
５
名
が
世
界
自
閉
症
啓
発

デ
ー
2
0
2
4
日
本
実
行
委
員
会
へ
参
加

・	

当
協
会
は
主
に
メ
ッ
セ
ー
ジ
in
ブ
ル
ー

（
当
事
者
メ
ッ
セ
ー
ジ
）
を
担
当

⑦
調
査
・
研
究
活
動

権
利
擁
護
に
関
す
る
実
態
調
査

→	

当
協
会
の
権
利
擁
護
虐
待
防
止
委
員

会
が
会
員
施
設
様
に
権
利
擁
護
の
取

り
組
み
に
つ
い
て
の
実
態
把
握
を
目

的
と
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実
施

⑧	

令
和
5
年
度
発
達
障
害
支
援
ス
ー
パ
ー

バ
イ
ザ
ー
養
成
研
修
の
実
施

【
ベ
ー
シ
ッ
ク
コ
ー
ス
】

・	

Ａ
コ
ー
ス
：
ｅ
ラ
ー
ニ
ン
グ
の
み
（
全
8

講
義
）　

　
実
施
：
2
0
2
3
年
8
月
1
日
～
31
日

　
受
講
者
：
15
名
（
募
集
：
50
名
）

・	

Ｂ
コ
ー
ス
：
ｅ
ラ
ー
ニ
ン
グ
＋
実
務
研
修

　
受
講
者
：	

7
名
（
2
0
2
0
度
～

2
0
2
3
年
度
希
望
者
）
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【
ア
ド
バ
ン
ス
コ
ー
ス
】

　
受
講
者
：
16
名
（
募
集
：
30
名
）

・
ｅ
ラ
ー
ニ
ン
グ
（
全
3
講
義
）

　
実
施
：
2
0
2
2
年
8
月
1
日
～
31
日

・	

オ
ン
ラ
イ
ン
演
習
（
Ｐ
Ｃ
Ａ
Ｇ
Ｉ
Ｐ
に
よ

る
事
例
検
討
）
関
東
ブ
ロ
ッ
ク
共
同
開
催

　
実
施
：
2
0
2
3
年
9
月
9
日

・	

経
過
報
告
会
（
オ
ン
ラ
イ
ン
）
関
東
ブ

ロ
ッ
ク
共
同
開
催

　
実
施
：
2
0
2
3
年
12
月
9
日

⑨
協
会
ブ
ロ
ッ
ク
活
動
の
推
進

・	

全
ブ
ロ
ッ
ク
に
10
万
円
ず
つ
活
動
費
を
予

算
計
上
し
、
各
ブ
ロ
ッ
ク
の
活
動
を
推
進

⑩	

び
る
ど
U
P
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
（
協
会
の

在
り
方
、
理
念
、
ビ
ジ
ョ
ン
等
の
策
定
）

・	

昨
年
度
よ
り
継
続
し
て
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ

を
開
催
（
R
5
年
度
は
6
回
）

・	

理
念
の
構
成
要
素
で
あ
る
ビ
ジ
ョ
ン
、

ミ
ッ
シ
ョ
ン
、バ
リ
ュ
ー
、ス
ピ
リ
ッ
ト
、

ス
ロ
ー
ガ
ン
を
策
定

（
2
）
令
和
5
年
度
決
算
報
告

収
入
の
部
、
支
出
の
部
と
も
に
合
計

9,
5
6
6,
3
3
7
円
の
決
算
と
な
り
ま
し
た
。

事
務
局
よ
り
報
告
後
、
塩
田	

隆
志
監
事

（
川
崎
市
社
会
福
祉
事
業
団
）
よ
り
適
切
に

会
計
処
理
が
な
さ
れ
た
と
の
報
告
が
あ
り

ま
し
た
。

（
3
）
新
役
員
案

中
野	

伊
知
郎
、
佐
藤	

貴
志
、
石
井	

啓
、

赤
川	

剛
、
大
永	

篤
、
近
藤	

裕
彦
、
東	

真

盛
、
松
上	

利
男
、
松
本	

正
、
五
十
嵐	

猛

の
10
名
を
理
事
に
選
任
す
る
こ
と
及
び
水

野	

努
、
塩
田	

隆
志
を
監
事
に
選
任
す
る
こ

と
を
提
案
し
て
審
議
を
求
ま
し
た
。
い
ず

れ
も
満
場
一
致
で
提
案
通
り
候
補
者
の
就

任
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

承
認
後
に
新
理
事
に
よ
る
臨
時
の
理
事

会
を
開
催
し
、
会
長
：
松
上
利
男
、
副
会

長
：
石
井	

啓
・
中
野	

伊
知
郎
、
常
任
理
事
：

近
藤	

裕
彦
・
東	

真
盛
・
五
十
嵐	

猛
の
就

任
が
決
議
さ
れ
ま
し
た
。
近
畿
ブ
ロ
ッ
ク

選
出
の
松
上
利
男
が
会
長
と
な
っ
た
こ
と

に
伴
い
、
近
畿
ブ
ロ
ッ
ク
よ
り
和
田
康
宏

を
理
事
に
選
任
し
、
総
会
の
承
認
を
得
ま

し
た
。（
敬
称
略
）

（
4
）
令
和
6
年
度
事
業
計
画
案

①	

行
政
機
関
お
よ
び
関
連
団
体
と
の
情
報

交
換
、
連
携
・
協
議

厚
生
労
働
省
、
日
本
自
閉
症
協
会
、
日

本
知
的
障
害
者
福
祉
協
会
、
発
達
障
害
者

支
援
セ
ン
タ
ー
全
国
連
絡
協
議
会
、
J
D
D

ネ
ッ
ト
　
他

②
要
望
活
動

制
度
や
報
酬
に
関
す
る
要
望
活
動
、
施

設
部
会
の
取
り
組
み
等

③	

第
37
回
研
究
大
会
の
開
催	

（
担
当
：
北
海
道
東
北
ブ
ロ
ッ
ク
）

開
催
要
項
参
照

④	

第
38
回
研
究
大
会
の
企
画	

（
担
当
：
北
信
越
ブ
ロ
ッ
ク
）

⑤	

会
報
の
発
行
、
お
よ
び
そ
れ
に
伴
う
広

報
委
員
会
の
開
催

年
2
回
発
行

⑥	

世
界
自
閉
症
啓
発
デ
ー
2
0
2
5
の
共

催
／
日
本
実
行
委
員
会
へ
の
参
画

⑦
調
査
・
研
究
活
動

・	

厚
生
労
働
省
障
害
者
総
合
福
祉
推
進
事

業
　
※
採
択
さ
れ
た
場
合

　「	

強
度
行
動
障
害
を
有
す
る
者
の
集
中
的

支
援
の
取
組
推
進
に
む
け
た
調
査
研
究
」

・	

昨
年
度
実
施
し
た
権
利
擁
護
虐
待
防
止

の
取
り
組
み
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調

査
の
次
の
ス
テ
ッ
プ
と
し
て
、
会
員
施

設
へ
の
協
力
を
お
願
い
し
、
ヒ
ア
リ
ン

グ
調
査
を
実
施
す
る

⑧	

令
和
6
年
度
発
達
障
害
支
援
ス
ー
パ
ー

バ
イ
ザ
ー
養
成
研
修
の
実
施

募
集
要
項
参
照

⑨
協
会
ブ
ロ
ッ
ク
活
動
の
推
進

ブ
ロ
ッ
ク
活
動
費
の
予
算
を
計
上

⑩
そ
の
他

・	

国
の
施
策
や
自
閉
症
協
会
と
の
関
係
を

含
め
た
自
閉
症
者
施
設
の
あ
り
方
や
全

日
本
自
閉
症
支
援
者
協
会
の
役
割
に
つ

い
て
の
検
討
を
進
め
る
。

・	

策
定
し
た
ビ
ジ
ョ
ン
、
ミ
ッ
シ
ョ
ン
、
バ

リ
ュ
ー
、
ス
ピ
リ
ッ
ト
、
ス
ロ
ー
ガ
ン
を

会
員
へ
周
知
す
る
と
と
も
に
そ
れ
ら
に

対
す
る
ご
意
見
や
協
会
に
期
待
す
る
こ

と
に
つ
い
て
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実
施

す
る
。
本
件
は
株
式
会
社
イ
ン
サ
イ
ト

に
業
務
委
託
す
る
。

（
5
）
令
和
6
年
度
予
算
案

収
入
の
部
、
支
出
の
部
と
も
に
合
計

1
3,
8
4
1,
8
8
9
円
の
予
算
案
と
な
っ
た
。

（
6
）	
協
会
理
念
の
報
告
と
ス
ロ
ー
ガ
ン
の

発
表

理
念
の
構
成
要
素
で
あ
る
ミ
ッ
シ
ョ
ン
、

ビ
ジ
ョ
ン
、
バ
リ
ュ
ー
、
ス
ピ
リ
ッ
ト
、
ス

ロ
ー
ガ
ン
を
策
定
し
た
。

・	【
ミ
ッ
シ
ョ
ン
】
私
た
ち
支
援
者
は
、
研

鑽
を
通
し
て
お
互
い
を
高
め
合
い
、
自

閉
ス
ペ
ク
ト
ラ
ム
症
の
人
た
ち
が
個
性

豊
か
に
社
会
の
一
員
と
し
て
生
き
て
い

く
こ
と
を
、
と
も
に
支
え
続
け
ま
す

・	【
ビ
ジ
ョ
ン
】私
た
ち
高
い
専
門
性
を
持
っ

た
支
援
者
は
、
自
閉
ス
ペ
ク
ト
ラ
ム
症

の
人
た
ち
と
誰
も
が
そ
の
人
ら
し
く
共

に
生
き
ら
れ
る
社
会
を
実
現
し
ま
す

・	【
バ
リ
ュ
ー
】
①
「
総
合
的
な
支
援
（
ト
ー

タ
ル
・
サ
ポ
ー
ト
）」：
社
会
（
地
域
）
生

活
の
支
援
及
び
生
涯
を
通
じ
た
支
援
②	

「
先
駆
的
且
つ
専
門
的
な
支
援
」：
強
度
行

動
障
害
の
あ
る
人
へ
の
「
あ
き
ら
め
な
い

支
援
実
践
」
の
継
続
と
、
個
別
的
な
ア
セ

ス
メ
ン
ト
に
基
づ
く
障
害
特
性
に
配
慮
し

た
根
拠
あ
る
支
援	

③	

「
支
援
者
同
士
の

支
え
合
い
と
相
互
研
鑽
の
場
」：
支
援
実

践
で
集
積
し
た
知
見
を
全
国
の
支
援
者
に

還
元
し
、
支
援
者
同
志
が
学
び
合
い
支
え

合
う
こ
と
で
支
援
の
質
を
向
上	

④	

「
支

援
政
策
の
提
言
」：
支
援
を
通
し
て
得
ら

れ
た
知
見
に
よ
り
浮
か
び
上
が
っ
た
利
用

者
の
ニ
ー
ズ
に
基
づ
い
た
政
策
提
言

・	【
ス
ピ
リ
ッ
ト
】
①
利
用
者
の
生
活
を
支

え
る
為
に
、
最
良
の
環
境
を
提
供
し
続

け
ま
す
②
利
用
者
の
本
質
や
全
人
格
を

理
解
す
る
視
点
を
持
ち
続
け
て
支
援
し
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【
ア
ド
バ
ン
ス
コ
ー
ス
】

　
受
講
者
：
16
名
（
募
集
：
30
名
）

・
ｅ
ラ
ー
ニ
ン
グ
（
全
3
講
義
）

　
実
施
：
2
0
2
2
年
8
月
1
日
～
31
日

・	

オ
ン
ラ
イ
ン
演
習
（
Ｐ
Ｃ
Ａ
Ｇ
Ｉ
Ｐ
に
よ

る
事
例
検
討
）
関
東
ブ
ロ
ッ
ク
共
同
開
催

　
実
施
：
2
0
2
3
年
9
月
9
日

・	

経
過
報
告
会
（
オ
ン
ラ
イ
ン
）
関
東
ブ

ロ
ッ
ク
共
同
開
催

　
実
施
：
2
0
2
3
年
12
月
9
日

⑨
協
会
ブ
ロ
ッ
ク
活
動
の
推
進

・	

全
ブ
ロ
ッ
ク
に
10
万
円
ず
つ
活
動
費
を
予

算
計
上
し
、
各
ブ
ロ
ッ
ク
の
活
動
を
推
進

⑩	

び
る
ど
U
P
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
（
協
会
の

在
り
方
、
理
念
、
ビ
ジ
ョ
ン
等
の
策
定
）

・	

昨
年
度
よ
り
継
続
し
て
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ

を
開
催
（
R
5
年
度
は
6
回
）

・	

理
念
の
構
成
要
素
で
あ
る
ビ
ジ
ョ
ン
、

ミ
ッ
シ
ョ
ン
、バ
リ
ュ
ー
、ス
ピ
リ
ッ
ト
、

ス
ロ
ー
ガ
ン
を
策
定

（
2
）
令
和
5
年
度
決
算
報
告

収
入
の
部
、
支
出
の
部
と
も
に
合
計

9,
5
6
6,
3
3
7
円
の
決
算
と
な
り
ま
し
た
。

事
務
局
よ
り
報
告
後
、
塩
田	

隆
志
監
事

（
川
崎
市
社
会
福
祉
事
業
団
）
よ
り
適
切
に

会
計
処
理
が
な
さ
れ
た
と
の
報
告
が
あ
り

ま
し
た
。

（
3
）
新
役
員
案

中
野	

伊
知
郎
、
佐
藤	

貴
志
、
石
井	

啓
、

赤
川	

剛
、
大
永	

篤
、
近
藤	

裕
彦
、
東	

真

盛
、
松
上	

利
男
、
松
本	

正
、
五
十
嵐	

猛

の
10
名
を
理
事
に
選
任
す
る
こ
と
及
び
水

野	

努
、
塩
田	

隆
志
を
監
事
に
選
任
す
る
こ

と
を
提
案
し
て
審
議
を
求
ま
し
た
。
い
ず

れ
も
満
場
一
致
で
提
案
通
り
候
補
者
の
就

任
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

承
認
後
に
新
理
事
に
よ
る
臨
時
の
理
事

会
を
開
催
し
、
会
長
：
松
上
利
男
、
副
会

長
：
石
井	

啓
・
中
野	

伊
知
郎
、
常
任
理
事
：

近
藤	

裕
彦
・
東	

真
盛
・
五
十
嵐	

猛
の
就

任
が
決
議
さ
れ
ま
し
た
。
近
畿
ブ
ロ
ッ
ク

選
出
の
松
上
利
男
が
会
長
と
な
っ
た
こ
と

に
伴
い
、
近
畿
ブ
ロ
ッ
ク
よ
り
和
田
康
宏

を
理
事
に
選
任
し
、
総
会
の
承
認
を
得
ま

し
た
。（
敬
称
略
）

（
4
）
令
和
6
年
度
事
業
計
画
案

①	

行
政
機
関
お
よ
び
関
連
団
体
と
の
情
報

交
換
、
連
携
・
協
議

厚
生
労
働
省
、
日
本
自
閉
症
協
会
、
日

本
知
的
障
害
者
福
祉
協
会
、
発
達
障
害
者

支
援
セ
ン
タ
ー
全
国
連
絡
協
議
会
、
J
D
D

ネ
ッ
ト
　
他

②
要
望
活
動

制
度
や
報
酬
に
関
す
る
要
望
活
動
、
施

設
部
会
の
取
り
組
み
等

③	

第
37
回
研
究
大
会
の
開
催	

（
担
当
：
北
海
道
東
北
ブ
ロ
ッ
ク
）

開
催
要
項
参
照

④	

第
38
回
研
究
大
会
の
企
画	

（
担
当
：
北
信
越
ブ
ロ
ッ
ク
）

⑤	

会
報
の
発
行
、
お
よ
び
そ
れ
に
伴
う
広

報
委
員
会
の
開
催

年
2
回
発
行

⑥	

世
界
自
閉
症
啓
発
デ
ー
2
0
2
5
の
共

催
／
日
本
実
行
委
員
会
へ
の
参
画

⑦
調
査
・
研
究
活
動

・	

厚
生
労
働
省
障
害
者
総
合
福
祉
推
進
事

業
　
※
採
択
さ
れ
た
場
合

　「	

強
度
行
動
障
害
を
有
す
る
者
の
集
中
的

支
援
の
取
組
推
進
に
む
け
た
調
査
研
究
」

・	

昨
年
度
実
施
し
た
権
利
擁
護
虐
待
防
止

の
取
り
組
み
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調

査
の
次
の
ス
テ
ッ
プ
と
し
て
、
会
員
施

設
へ
の
協
力
を
お
願
い
し
、
ヒ
ア
リ
ン

グ
調
査
を
実
施
す
る

⑧	

令
和
6
年
度
発
達
障
害
支
援
ス
ー
パ
ー

バ
イ
ザ
ー
養
成
研
修
の
実
施

募
集
要
項
参
照

⑨
協
会
ブ
ロ
ッ
ク
活
動
の
推
進

ブ
ロ
ッ
ク
活
動
費
の
予
算
を
計
上

⑩
そ
の
他

・	

国
の
施
策
や
自
閉
症
協
会
と
の
関
係
を

含
め
た
自
閉
症
者
施
設
の
あ
り
方
や
全

日
本
自
閉
症
支
援
者
協
会
の
役
割
に
つ

い
て
の
検
討
を
進
め
る
。

・	

策
定
し
た
ビ
ジ
ョ
ン
、
ミ
ッ
シ
ョ
ン
、
バ

リ
ュ
ー
、
ス
ピ
リ
ッ
ト
、
ス
ロ
ー
ガ
ン
を

会
員
へ
周
知
す
る
と
と
も
に
そ
れ
ら
に

対
す
る
ご
意
見
や
協
会
に
期
待
す
る
こ

と
に
つ
い
て
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実
施

す
る
。
本
件
は
株
式
会
社
イ
ン
サ
イ
ト

に
業
務
委
託
す
る
。

（
5
）
令
和
6
年
度
予
算
案

収
入
の
部
、
支
出
の
部
と
も
に
合
計

1
3,
8
4
1,
8
8
9
円
の
予
算
案
と
な
っ
た
。

（
6
）	

協
会
理
念
の
報
告
と
ス
ロ
ー
ガ
ン
の

発
表

理
念
の
構
成
要
素
で
あ
る
ミ
ッ
シ
ョ
ン
、

ビ
ジ
ョ
ン
、
バ
リ
ュ
ー
、
ス
ピ
リ
ッ
ト
、
ス

ロ
ー
ガ
ン
を
策
定
し
た
。

・	【
ミ
ッ
シ
ョ
ン
】
私
た
ち
支
援
者
は
、
研

鑽
を
通
し
て
お
互
い
を
高
め
合
い
、
自

閉
ス
ペ
ク
ト
ラ
ム
症
の
人
た
ち
が
個
性

豊
か
に
社
会
の
一
員
と
し
て
生
き
て
い

く
こ
と
を
、
と
も
に
支
え
続
け
ま
す

・	【
ビ
ジ
ョ
ン
】私
た
ち
高
い
専
門
性
を
持
っ

た
支
援
者
は
、
自
閉
ス
ペ
ク
ト
ラ
ム
症

の
人
た
ち
と
誰
も
が
そ
の
人
ら
し
く
共

に
生
き
ら
れ
る
社
会
を
実
現
し
ま
す

・	【
バ
リ
ュ
ー
】
①
「
総
合
的
な
支
援
（
ト
ー

タ
ル
・
サ
ポ
ー
ト
）」：
社
会
（
地
域
）
生

活
の
支
援
及
び
生
涯
を
通
じ
た
支
援
②	

「
先
駆
的
且
つ
専
門
的
な
支
援
」：
強
度
行

動
障
害
の
あ
る
人
へ
の
「
あ
き
ら
め
な
い

支
援
実
践
」
の
継
続
と
、
個
別
的
な
ア
セ

ス
メ
ン
ト
に
基
づ
く
障
害
特
性
に
配
慮
し

た
根
拠
あ
る
支
援	

③	

「
支
援
者
同
士
の

支
え
合
い
と
相
互
研
鑽
の
場
」：
支
援
実

践
で
集
積
し
た
知
見
を
全
国
の
支
援
者
に

還
元
し
、
支
援
者
同
志
が
学
び
合
い
支
え

合
う
こ
と
で
支
援
の
質
を
向
上	

④	

「
支

援
政
策
の
提
言
」：
支
援
を
通
し
て
得
ら

れ
た
知
見
に
よ
り
浮
か
び
上
が
っ
た
利
用

者
の
ニ
ー
ズ
に
基
づ
い
た
政
策
提
言

・	【
ス
ピ
リ
ッ
ト
】
①
利
用
者
の
生
活
を
支

え
る
為
に
、
最
良
の
環
境
を
提
供
し
続

け
ま
す
②
利
用
者
の
本
質
や
全
人
格
を

理
解
す
る
視
点
を
持
ち
続
け
て
支
援
し



2024年11月	 全自者協ニュース	 （ 4）

の
あ
り
方
を
整
理
す
る
）


		

集
中
的
支
援
期
間
の
終
了
後
に
お
い
て

も
、
地
域
に
お
い
て
必
要
な
支
援
を
継

続
的
に
提
供
で
き
る
支
援
体
制
構
築
な

ら
び
に
長
期
的
な
フ
ォ
ロ
ー
体
制
の
整

備
に
主
体
的
に
か
か
わ
る

そ
し
て
、
上
記
の
表
の
２
つ
の
タ
イ
プ

に
分
け
、
集
中
的
支
援
加
算
が
算
定
で
き

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

h─── h─── h─── h─── h─── h─── h─── h─── h─── h─── h─── h─── h─── h─── h

ま
す
③
利
用
者
の
支
援
に
困
難
さ
を
感

じ
て
も
人
権
と
尊
厳
を
守
り
誠
実
に
向

き
合
い
ま
す
④
現
状
に
満
足
す
る
こ
と

な
く
、
利
用
者
の
変
化
す
る
ニ
ー
ズ
に

応
え
続
け
る
努
力
を
し
ま
す
⑤
自
分
達

の
支
援
や
存
在
が
自
閉
症
の
方
々
の
人

生
に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
す
こ
と
を
意

識
し
続
け
ま
す
⑥
社
会
に
対
し
て
自
閉

症
へ
の
望
ま
し
い
理
解
を
啓
発
し
て
い

き
ま
す

・【
ス
ロ
ー
ガ
ン
】
共
に
歩
む

（
7
）	

権
利
擁
護
に
関
す
る
取
り
組
み
の
ヒ

ア
リ
ン
グ
に
つ
い
て

・
全
自
者
協
ニ
ュ
ー
ス
第
63
号
参
照

（
8
）
そ
の
他

◆
入
会
（
正
会
員
施
設
）

・	

社
会
福
祉
法
人
　
菜
の
花
会
　
ゆ
め
ふ

る
成
田

◆
退
会
（
正
会
員
施
設
）

・	

社
会
福
祉
法
人
　
菜
の
花
会
　
し
も
ふ

さ
学
園
　

・
社
会
福
祉
法
人
　
大
一
会
　
大
口
園
　

（
全
日
本
自
閉
症
支
援
者
協
会
事
務
局
）

◯ 

背
景

全
自
者
協
で
は
、
令
和
元
年
度
か
ら

３
年
間
、
厚
生
労
働
省
の
障
害
者
総
合
福

祉
推
進
事
業
の
補
助
を
受
け
て
、
事
業
所

に
お
け
る
強
度
行
動
障
害
者
支
援
力
向
上

に
向
け
て
の
調
査
研
究
を
行
っ
て
き
ま
し

た
。
背
景
に
は
、
講
義
と
グ
ル
ー
プ
演
習

で
学
ぶ
強
度
行
動
障
害
支
援
者
養
成
研
修

の
受
講
だ
け
で
は
「
標
準
的
な
支
援
が
実

際
の
事
業
所
で
実
践
で
き
な
い
」
と
い
う

課
題
が
あ
り
ま
し
た
。
研
究
事
業
で
は
、

多
く
の
地
域
の
実
践
事
例
と
自
閉
症
支
援

の
専
門
家
・
関
係
者
の
意
見
を
と
り
ま
と

め
報
告
書
を
作
成
し
ま
し
た
。
こ
の
内
容

は
、「
中
核
的
人
材
」
の
養
成
研
修
に
繋

が
っ
て
い
ま
す
。

本
年
度
、
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
等
報
酬

改
定
で
は
、「
集
中
的
支
援
加
算
」
が
新

設
さ
れ
、
そ
の
詳
細
に
つ
い
て
、
こ
ど
も

家
庭
庁
障
害
児
支
援
課
と
厚
生
労
働
省
障

害
福
祉
課
が
連
名
で
全
国
に
通
知
文
を
発

出
し
て
い
ま
す
（
令
和
６
年
3
月
19
日
付

け
）。
強
度
行
動
障
害
者
支
援
の
新
し
い

仕
組
み
で
あ
り
、
こ
の
集
中
的
支
援
に
は

中
核
的
人
材
だ
け
で
は
な
く
、「
広
域
的
支

援
人
材
」
と
い
う
新
た
な
役
割
も
明
記
さ

れ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
全
自
者
協
で
は
、

こ
の
新
し
い
集
中
的
支
援
の
あ
り
方
に
つ

い
て
、
今
年
度
、
障
害
者
総
合
福
祉
推
進

令
和
６
年
度
新
設
の
「
集
中
的
支
援
」
に
関
す
る
調
査
研
究

事
業
の
補
助
を
受
け
て
研
究
事
業
を
実
施

す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

◯ 

集
中
的
支
援
と
は

状
態
が
悪
化
し
た
強
度
行
動
障
害
を

有
す
る
児
者
に
対
し
、
高
度
な
専
門
性
に

よ
り
地
域
で
支
援
す
る
広
域
的
支
援
人
材

が
、
事
業
所
等
を
集
中
的
に
訪
問
等
（
情

報
通
信
機
器
を
用
い
た
地
域
外
か
ら
の
指

導
助
言
を
含
む
。）
し
、
適
切
な
ア
セ
ス
メ

ン
ト
と
有
効
な
支
援
方
法
の
整
理
を
と
も

に
行
い
、
環
境
調
整
を
進
め
る
こ
と
を
評

価
す
る
こ
と
を
目
的
に
、
集
中
的
支
援
加

算
が
創
設
さ
れ
ま
し
た
。
通
知
文
等
を
読

み
込
む
と
、
集
中
的
支
援
に
は
以
下
の
３

点
が
重
要
な
役
割
だ
と
書
か
れ
て
い
ま
す
。


		

強
度
行
動
障
害
が
非
常
に
激
し
く
な
っ

た
背
景
に
あ
る
一
人
ひ
と
り
の
「
障
害

特
性
」
と
「
生
活
環
境
」
を
ア
セ
ス
メ

ン
ト
す
る


		

ア
セ
ス
メ
ン
ト
結
果
に
基
づ
く
環
境
調

整
や
支
援
等
を
様
々
な
障
害
福
祉
サ
ー

ビ
ス
事
業
所
等
が
主
体
的
に
行
い
（
必

要
に
応
じ
て
広
域
的
支
援
人
材
の
協
力

を
得
な
が
ら
）、
3
ヶ
月
程
度
の
期
間

で
、
日
常
生
活
に
お
け
る
強
度
行
動
障

害
の
軽
減
を
図
る
（
あ
る
い
は
、
安
定

し
た
日
常
生
活
構
築
に
向
け
て
の
支
援

集
中
的
支
援
加
算
Ⅰ
（
事
業
所
訪
問
型
）

強
度
行
動
障
害
の
状
況
が
悪
化
し
、
日
常

の
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
利
用
や
生
活
の
継

続
が
困
難
な
利
用
者
が
事
業
所
に
在
籍
す

る
場
合
、
広
域
的
支
援
人
材
の
集
中
的
訪

問
を
受
け
、
行
動
障
害
の
軽
減
と
継
続
的

な
支
援
体
制
の
構
築
に
向
け
て
取
り
組
む

場
合

集
中
的
支
援
加
算
Ⅱ
（
居
住
支
援
活
用
型
）

都
道
府
県
等
が
選
定
す
る
居
住
支
援
型
事

業
所
に
お
い
て
強
度
行
動
障
害
の
状
況
が

悪
化
し
た
児
者
と
一
時
的
な
利
用
契
約
を

行
い
、
行
動
障
害
の
軽
減
と
終
了
後
の
継

続
的
な
支
援
体
制
の
構
築
に
向
け
て
取
り

組
む
場
合
。
広
域
的
支
援
人
材
を
活
用
す

る
場
合
は
加
算
Ⅰ
も
算
定
可
能

（ 5）	 全自者協ニュース	 2024年11月

◯ 

研
究
事
業
推
進
と
ゴ
ー
ル
に
向
け
て

全
自
者
協
で
は
、
令
和
６
年
３
月
に
本

研
究
事
業
の
計
画
案
を
作
成
し
、
国
の
補

助
金
申
請
を
提
出
し
、
研
究
実
施
体
制
と

予
算
等
の
精
査
の
後
、
７
月
よ
り
本
格
的

に
事
業
を
ス
タ
ー
ト
し
て
い
ま
す
。
研
究

の
方
向
性
な
ら
び
に
研
究
成
果
の
ま
と
め

方
を
示
唆
す
る
研
究
検
討
委
員
会
は
、
当

会
会
長
の
松
上
利
男
を
は
じ
め
、
外
部
の

医
療
従
事
者
、
研
究
者
、
当
事
者
団
体
代

表
者
、
障
害
福
祉
事
業
代
表
者
の
９
人
で

構
成
し
、
集
中
的
支
援
の
モ
デ
ル
に
な
る

と
想
定
さ
れ
る
全
国
の
実
践
事
例
の
と
り

ま
と
め
や
都
道
府
県
等
の
調
査
に
つ
い
て

は
、
全
自
者
協
役
員
、
政
策
委
員
会
、
事

務
局
そ
し
て
外
部
の
10
人
の
強
度
行
動
障

害
者
支
援
に
携
わ
る
実
践
者
の
協
力
を
得

て
推
進
し
て
い
ま
す
。

「
集
中
的
支
援
」
だ
け
で
な
く
「
広
域
的

支
援
人
材
」「
中
核
的
人
材
」
は
今
年
度

新
た
に
誕
生
し
た
用
語
で
す
。
現
時
点
で
、

報
酬
改
定
で
示
さ
れ
て
い
る
加
算
要
件
に

完
全
に
マ
ッ
チ
し
た
事
業
を
行
っ
て
い
る
実

践
は
、
全
国
の
ど
こ
に
も
存
在
し
ま
せ
ん
。

様
々
な
地
域
で
、
過
去
か
ら
現
在
に
わ
た

り
、都
道
府
県
、市
区
町
村
、障
害
福
祉
サ
ー

ビ
ス
事
業
所
等
、
あ
る
い
は
医
療
機
関
、

教
育
委
員
会
等
と
連
携
し
な
が
ら
、
状
態

が
悪
化
し
た
強
度
行
動
障
害
児
者
に
対
す

る
継
続
的
な
支
援
を
実
施
し
て
き
た
事
例
・

事
業
を
掘
り
起
こ
し
な
が
ら
、
新
し
い
集

中
的
支
援
の
あ
り
方
を
模
索
す
る
こ
と
が

こ
の
事
業
が
目
指
す
目
標
に
な
り
ま
す
。

か
な
り
難
易
度
の
高
い
目
標
で
す
。

こ
れ
ま
で
、
①
措
置
時
代
の
「
強
度
行

動
障
害
特
別
処
遇
事
業
」
や
「
強
度
行
動

障
害
特
別
処
遇
加
算
」
を
活
用
し
て
強
度

行
動
障
害
者
支
援
に
積
極
的
に
取
組
ん
で

き
た
事
業
所
に
お
け
る
実
践
と
都
道
府
県

等
と
の
連
携
方
法
に
つ
い
て
、
②
国
・
都

道
府
県
が
設
置
し
た
大
規
模
入
所
施
設
に

お
け
る
、
障
害
者
自
立
支
援
法
施
行
後
に

新
た
に
強
度
行
動
障
害
者
支
援
に
取
組
始

め
た
事
業
内
容
と
成
果
、
③
基
幹
相
談
支

援
事
業
な
ど
地
域
の
支
援
体
制
が
整
備
さ

れ
て
か
ら
新
た
に
都
道
府
県
等
が
実
施
し

て
い
る
独
自
の
強
度
行
動
障
害
者
支
援
事

業
の
実
態
に
つ
い
て
情
報
収
集
を
行
っ
て

い
る
段
階
で
す
。

◯ 

研
究
事
業
の
ま
と
め
方

現
在
、
研
究
期
間
の
中
間
地
点
を
超

え
た
段
階
で
す
。
概
ね
、
以
下
の
４
つ
の

視
点
か
ら
集
中
的
支
援
の
あ
り
方
を
整
理

で
き
る
と
お
ぼ
ろ
げ
な
が
ら
考
え
て
い
ま

す
。
質
問
や
ご
意
見
が
あ
れ
ば
、
全
自
者

協
の
事
務
局
に
ご
連
絡
を
い
た
だ
け
れ
ば

と
思
い
ま
す
。


		

地
方
自
治
体
（
都
道
府
県
・
政
令
市
等
）：

市
区
町
村
の
強
度
行
動
障
害
児
者
の
実

態
・
ニ
ー
ズ
調
査
の
結
果
を
集
計
・
整

理
す
る
。
ま
た
市
区
町
村
を
フ
ォ
ロ
ー

す
る
体
制
の
検
討
・
整
備
。
強
度
行
動

障
害
支
援
者
養
成
研
修
の
ワ
ン
ラ
ン
ク

上
の
研
修
体
制
の
構
築
。
都
道
府
県
等

の
広
域
に
お
け
る
強
度
行
動
障
害
児
者

の
相
談
や
支
援
窓
口
の
設
置
等


		

集
中
的
支
援
事
業
所
（
加
算
Ⅱ
想
定
）：

状
態
が
悪
化
し
た
強
度
行
動
障
害
児
者

を
随
時
受
入
れ
る
こ
と
が
可
能
な
事
業

所
の
整
備
。
受
け
入
れ
た
強
度
行
動
障

害
児
者
の
ア
セ
ス
メ
ン
ト
や
環
境
調
整

が
短
期
間
で
実
施
で
き
る
中
核
的
人
材

の
配
置
な
ら
び
に
広
域
的
支
援
人
材
と

の
協
力
体
制
。
集
中
的
支
援
終
了
後
の

フ
ォ
ロ
ー
体
制
の
整
備
等


		

継
続
的
な
支
援
体
制
（
加
算
Ⅰ
・
Ⅱ
想

定
）：
強
度
行
動
障
害
者
支
援
の
拠
点

と
な
り
う
る
事
業
所
に
中
核
的
人
材
を

配
置
す
る
。
事
業
所
（
中
核
的
人
材
）

と
広
域
的
支
援
人
材
と
の
協
力
体
制
。

市
区
町
村
・
基
幹
相
談
・
地
域
生
活
支

援
拠
点
・
医
療
機
関
等
と
の
連
携
を
重

視
し
た
事
業
所
運
営
等


		

標
準
的
な
支
援
（
広
域
的
支
援
人
材
の

役
割
）：
一
定
の
広
域
（
地
域
）
に
標

準
的
な
支
援
が
実
装
さ
れ
て
い
る
事
業

所
が
複
数
存
在
し
て
い
る
。
広
域
的
支

援
人
材
等
が
事
業
所
の
支
援
力
向
上
に

向
け
て
の
取
組
を
随
時
行
っ
て
い
る
等

志
賀
利
一
（
全
自
者
協
　
政
策
委
員
会
）
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が
悪
化
し
た
強
度
行
動
障
害
児
者

を
随
時
受
入
れ
る
こ
と
が
可
能
な
事
業

所
の
整
備
。
受
け
入
れ
た
強
度
行
動
障

害
児
者
の
ア
セ
ス
メ
ン
ト
や
環
境
調
整

が
短
期
間
で
実
施
で
き
る
中
核
的
人
材

の
配
置
な
ら
び
に
広
域
的
支
援
人
材
と

の
協
力
体
制
。
集
中
的
支
援
終
了
後
の

フ
ォ
ロ
ー
体
制
の
整
備
等


		

継
続
的
な
支
援
体
制
（
加
算
Ⅰ
・
Ⅱ
想

定
）：
強
度
行
動
障
害
者
支
援
の
拠
点

と
な
り
う
る
事
業
所
に
中
核
的
人
材
を

配
置
す
る
。
事
業
所
（
中
核
的
人
材
）

と
広
域
的
支
援
人
材
と
の
協
力
体
制
。

市
区
町
村
・
基
幹
相
談
・
地
域
生
活
支

援
拠
点
・
医
療
機
関
等
と
の
連
携
を
重

視
し
た
事
業
所
運
営
等


		

標
準
的
な
支
援
（
広
域
的
支
援
人
材
の

役
割
）：
一
定
の
広
域
（
地
域
）
に
標

準
的
な
支
援
が
実
装
さ
れ
て
い
る
事
業

所
が
複
数
存
在
し
て
い
る
。
広
域
的
支

援
人
材
等
が
事
業
所
の
支
援
力
向
上
に

向
け
て
の
取
組
を
随
時
行
っ
て
い
る
等

志
賀
利
一
（
全
自
者
協
　
政
策
委
員
会
）
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入
れ
、
一
定
の
成
果
を
上
げ
て
き
ま
し

た
。
新
た
な
リ
ー
ダ
ー
の
下
で
も
同
様
な

支
援
を
行
っ
て
い
る
の
で
す
が
、
段
々
に

お
ざ
な
り
と
い
う
か
形
だ
け
に
な
っ
て
い

る
よ
う
に
感
じ
ら
れ
、
実
際
、
利
用
者
の

行
動
障
害
が
漸
増
し
て
い
ま
す
。
私
が
そ

の
点
を
指
摘
す
る
と
、
チ
ー
ム
全
員
で
ス

キ
ャ
タ
ー
プ
ロ
ッ
ト
を
と
り
、
探
し
出
し

た
変
化
を
取
り
上
げ
て
、
支
援
会
議
で
機

能
分
析
を
か
け
、
支
援
の
ア
イ
デ
ア
を
出

し
合
っ
て
再
度
支
援
を
組
み
立
て
て
い
く

こ
と
は
で
き
て
い
ま
す
。
た
だ
、
実
際
の

支
援
は
統
一
感
に
か
け
、
成
果
も
見
え
に

く
い
ま
ま
で
す
。『
ど
う
し
て
バ
ラ
バ
ラ
な

支
援
を
す
る
ん
だ
！
」
と
、
私
は
（
お
そ

ら
く
利
用
者
も
）
感
じ
る
の
で
す
が
、
職

員
は
統
一
し
た
支
援
を
し
て
い
な
い
と
は

思
っ
て
い
な
い
よ
う
で
、
リ
ー
ダ
ー
も
支

援
が
ち
ぐ
は
ぐ
な
の
は
感
じ
て
い
る
よ
う

で
し
た
が
、
あ
ま
り
重
要
視
、
危
険
視
し

て
い
な
い
よ
う
に
見
え
ま
し
た
。
私
は
作

り
上
げ
て
き
た
も
の
を
軽
く
扱
わ
れ
、
考

え
を
否
定
さ
れ
た
よ
う
な
悔
し
さ
に
近
い

感
情
さ
え
抱
い
て
い
ま
し
た
。

そ
ん
な
中
、
Ｐ
Ｃ
Ａ
Ｇ
Ｉ
Ｐ
に
出
会
い
、

衝
撃
と
共
に
、
自
分
が
し
て
き
た
チ
ー
ム

運
営
を
振
り
返
り
ま
し
た
。
Ｐ
Ｃ
Ａ
Ｇ
Ｉ

Ｐ
で
は
、
事
例
提
供
者
の
悩
み
事
が
起
点

に
な
り
、
そ
の
改
善
の
ア
イ
デ
ア
を
皆
で

探
し
ま
す
が
、
こ
れ
ま
で
の
私
の
ア
プ

ロ
ー
チ
は
、
チ
ー
ム
や
メ
ン
バ
ー
の
安
全

性
や
悩
み
を
考
え
た
も
の
だ
ろ
う
か
、
良

か
れ
と
思
っ
て
や
っ
て
い
た
こ
と
は
『
私

が
』
良
い
と
思
っ
て
い
る
だ
け
で
あ
り
、

チ
ー
ム
や
職
員
の
悩
み
や
声
に
耳
を
傾
け

て
い
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
に
気
づ
き
、

愕
然
と
し
ま
し
た
。
き
っ
と
、
職
員
に
も

個
性
や
特
性
や
課
題
、
悩
み
が
あ
る
だ
ろ

う
に
、
私
は
そ
れ
を
見
て
い
な
か
っ
た
の

だ
と
、
Ｐ
Ｃ
Ａ
Ｇ
Ｉ
Ｐ
を
通
じ
て
考
え
さ

せ
ら
れ
ま
し
た
。

支
援
に
つ
い
て
、
方
法
論
や
技
術
、
知

識
な
ど
学
ぶ
べ
き
も
の
は
多
々
あ
り
、
私

は
良
さ
を
感
じ
た
も
の
に
飛
び
つ
き
ま
し

た
が
、
チ
ー
ム
メ
ン
バ
ー
皆
が
そ
う
し
た

気
持
ち
に
な
っ
て
い
た
の
か
、
私
は
見
て

い
ま
せ
ん
で
し
た
。
私
の
代
り
で
は
な
い

『
新
た
な
リ
ー
ダ
ー
』
の
気
持
ち
も
見
て
い

ま
せ
ん
で
し
た
。
利
用
者
は
個
々
に
違
う

特
性
や
背
景
を
持
っ
て
い
て
、
支
援
者
も

一
人
一
人
違
う
個
性
を
持
っ
て
い
ま
す
。

支
援
す
る
側
、
さ
れ
る
側
の
マ
ッ
チ
ン
グ
、

支
援
の
仕
方
の
す
り
合
わ
せ
が
あ
っ
て
し

か
る
べ
き
で
、
私
の
よ
う
な
一
歩
引
い
た

立
場
の
支
援
者
が
俯
瞰
的
に
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
し
な
い
と
い
け
な
い
。
演
習
を
終
え
て

時
間
が
経
つ
に
従
い
、
じ
わ
じ
わ
と
自
分

の
す
べ
き
こ
と
が
見
え
て
き
た
よ
う
に
思

い
ま
す
。」

と
て
も
謙
虚
な
省
察
で
頭
が
下
が
り
ま

す
が
、
支
援
チ
ー
ム
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の

難
し
さ
と
し
て
、
と
て
も
強
く
共
感
で
き

ま
し
た
。

支
援
の
手
法
が
確
立
し
て
い
る
支
援

チ
ー
ム
で
も
、
そ
の
核
心
を
理
解
し
て
、

リ
ー
ド
し
て
、
個
々
の
利
用
者
、
個
々
の

職
員
に
合
わ
せ
て
チ
ー
ム
を
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
す
る
の
は
、
相
当
な
歳
月
と
多
様
で
深

い
経
験
知
が
必
要
な
よ
う
に
思
い
ま
す
。

そ
う
し
た
も
の
を
有
す
る
指
導
者
、
ス
ー

パ
ー
バ
イ
ザ
ー
は
と
て
も
少
な
く
、
そ
の

育
成
は
容
易
で
は
な
い
と
実
感
し
て
い
ま

す
。
ま
だ
ま
だ
未
熟
な
者
同
士
だ
け
れ
ど
、

互
い
の
悩
み
に
寄
り
添
い
、
持
ち
え
た
経

験
知
を
共
有
し
合
え
る
場
は
、
貴
重
で
す
。

Ｐ
Ｃ
Ａ
Ｇ
Ｉ
Ｐ
事
例
検
討
の
場
を
、
気
づ

き
を
得
る
場
、
相
談
で
き
る
場
と
し
て
、

維
持
し
て
い
け
た
ら
と
思
い
ま
す
。

今
年
度
の
Ｓ
Ｖ
研
修
は
、
ベ
ー
シ
ッ
ク

コ
ー
ス
、
ア
ド
バ
ン
ス
コ
ー
ス
と
も
予
定

通
り
講
義
の
ｅ
ラ
ー
ニ
ン
グ
を
終
え
て
い

ま
す
。
ア
ド
バ
ン
ス
コ
ー
ス
の
演
習
も
終

了
し
、
Ｐ
Ｃ
Ａ
Ｇ
Ｉ
Ｐ
に
よ
る
事
例
検
討

へ
の
熱
い
感
想
が
い
く
つ
も
届
い
て
い
ま

す
。受

講
者
に
は
、
利
用
者
へ
の
直
接
支
援

か
ら
運
営
管
理
や
人
材
育
成
の
役
職
に
シ

フ
ト
し
た
方
が
多
く
い
ま
す
。
今
回
、
そ

う
し
た
受
講
者
に
少
し
詳
し
く
お
話
を

伺
っ
て
み
ま
し
た
。

「
私
は
外
部
研
修
等
に
積
極
的
に
参
加

し
、
自
分
が
学
ん
だ
知
識
や
支
援
方
法
、

経
験
を
施
設
内
研
修
や
Ｏ
Ｊ
Ｔ
で
伝
達
す

る
こ
と
に
力
を
入
れ
て
き
ま
し
た
。
今
は

支
援
現
場
か
ら
離
れ
、
新
た
に
現
場
の

リ
ー
ダ
ー
に
な
っ
た
職
員
を
中
心
に
、
良

い
と
思
う
知
識
や
支
援
法
を
取
り
入
れ
る

よ
う
に
お
勧
め
し
て
い
ま
す
。

か
つ
て
私
が
リ
ー
ダ
ー
だ
っ
た
時
、
我

が
チ
ー
ム
で
は
機
能
分
析
の
手
法
を
取
り

発
達
障
害
支
援
ス
ー
パ
ー
バ
イ

ザ
ー
養
成
研
修

『
受
講
者
の
声
』

発
達
障
害
支
援

ス
ー
パ
ー
バ
イ
ザ
ー
養
成
研
修

特
定
事
務
局
　
北
川
　
裕

（ 7）	 全自者協ニュース	 2024年11月

こ
れ
ま
で
も
全
自
者
協
ニ
ュ
ー
ス
で
お

伝
え
し
て
い
た
〝
中
核
的
人
材
〟
の
仕
組

み
で
す
が
、
い
よ
い
よ
今
年
度
よ
り
制
度

化
さ
れ
て
取
り
組
み
が
始
ま
り
ま
し
た
。

今
回
は
、
実
際
に
中
核
的
人
材
の
役
割
を

担
っ
て
い
る
社
会
福
祉
法
人	

北
摂
杉
の
子

会	

辻
本
紗
弥
さ
ん
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
形
式

で
中
核
的
人
材
の
取
り
組
み
と
今
後
の
展

望
等
に
つ
い
て
お
話
を
お
う
か
が
い
し
ま

し
た
。

Q
：
中
核
的
人
材
の
研
修
を
受
け
て
ど
う

で
し
た
か
？

　

A
：
は
い
、
研
修
受
講
が
決
ま
っ
た
時
は

〝
中
核
的
〟
と
い
う
言
葉
を
聞
い
て
も
、
な

か
な
か
イ
メ
ー
ジ
が
わ
か
ず
「
い
っ
た
い

何
を
す
る
ん
だ
ろ
う
？
」
と
思
っ
て
い
ま

し
た
。
研
修
講
義
受
講
に
あ
た
っ
て
は
事

前
課
題
が
毎
回
出
て
お
り
、
最
初
は
分
か

ら
な
い
な
り
に
課
題
に
取
り
組
ん
で
い
ま

し
た
が
、
事
前
課
題
を
通
じ
て
自
分
自
身

少
し
ず
つ
見
え
て
く
る
も
の
が
あ
り
、
そ

れ
が
毎
回
の
講
義
受
講
で
更
に
ク
リ
ア
に

な
る
！
と
い
っ
た
イ
メ
ー
ジ
で
し
た
。

研
修
は
、
こ
れ
ま
で
学
ん
で
き
た
〝
強

中
核
的
人
材
と
し
て

今
感
じ
て
い
る
こ
と

度
行
動
障
害
〟
の
復
習
と
な
る
部
分
も
あ

り
、
私
が
普
段
現
場
で
対
応
し
て
い
る
ご

利
用
者
と
繋
が
る
内
容
で
し
た
。

研
修
期
間
は
半
年
で
回
数
は
全
６
回
で

し
た
が
、
毎
回
研
修
受
講
後
に
次
回
研
修

ま
で
に
取
り
組
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
課

題
等
が
あ
り
、
毎
日
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
で

の
ご
利
用
者
支
援
や
運
営
業
務
を
執
り
行

う
中
で
、
そ
れ
ら
の
課
題
を
切
り
ま
わ
し

て
い
く
の
が
正
直
な
と
こ
ろ
非
常
に
大
変

で
し
た
。
一
緒
に
受
講
し
て
い
た
同
僚
と

も
「
宿
題
多
い
よ
ね
！
大
変
だ
～
！
」
と

よ
く
話
し
て
い
ま
し
た
。

で
も
、
出
さ
れ
た
課
題
に
取
り
組
む

こ
と
で
、
こ
れ
ま
で
の
支
援
の
中
で
ご
利

用
者
の
ア
セ
ス
メ
ン
ト
が
不
十
分
だ
っ
た

こ
と
に
改
め
て
気
付
か
さ
れ
る
こ
と
が
多

く
、
ご
利
用
者
に
対
し
て
申
し
訳
な
い
気

持
ち
に
な
り
ま
し
た
ね
…
。

け
れ
ど
、
何
を
し
て
い
け
ば
良
い
の

か
が
ク
リ
ア
に
な
っ
た
し
、
取
り
組
ん
だ

こ
と
に
対
し
て
ト
レ
ー
ナ
ー
に
ア
ド
バ
イ

ス
を
も
ら
え
る
の
も
あ
り
が
た
か
っ
た
で

す
。
実
際
に
現
場
チ
ー
ム
で
取
り
組
ん
で

い
る
支
援
が
合
っ
て
い
る
と
分
か
っ
た
と

き
は
と
て
も
嬉
し
く
感
じ
ま
し
た
し
、
支

援
に
煮
詰
ま
っ
て
い
る
時
に
は
今
後
進
む

べ
き
道
が
見
え
る
よ
う
で
し
た
。

ま
た
、
こ
れ
ま
で
日
々
ご
利
用
者
と
向

き
合
っ
て
い
る
つ
も
り
で
し
た
が
「〝
客
観

的
な
視
点
〟
は
抜
け
て
し
ま
っ
て
る
な
～
」

と
、
ト
レ
ー
ナ
ー
の
言
葉
に
何
度
も
感
じ

さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。

全
６
回
の
研
修
の
う
ち
５
回
は
W
E
B

で
の
研
修
受
講
で
し
た
が
、
最
終
回
は
集

合
研
修
で
し
た
。
ト
レ
ー
ナ
ー
や
受
講
生

達
は
「
や
っ
と
会
え
た
ね
！
！
」
と
い
う

気
持
ち
で
し
た
。
直
接
会
っ
た
の
は
初
め

て
だ
っ
た
の
で
す
が
、
研
修
を
通
じ
て
意

見
交
換
を
し
た
り
他
の
受
講
生
の
取
り
組

み
を
共
有
し
て
き
た
の
で
、
と
て
も
親
近

感
が
あ
り
初
め
て
会
っ
た
と
い
う
感
じ
が

し
ま
せ
ん
で
し
た
。「
直
接
会
う
っ
て
大
切

な
ん
だ
な
～
」
と
し
み
じ
み
思
う
忘
れ
ら

れ
な
い
研
修
最
終
日
と
な
り
ま
し
た
。

Q
：
研
修
終
了
後
、
実
際
に
中
核
的
人
材

と
し
て
現
場
に
入
る
よ
う
に
な
っ
て
、
辻

本
さ
ん
自
身
の
今
ま
で
の
視
点
（
サ
ー
ビ 

ス
管
理
責
任
者
や
支
援
員
と
し
て
）
に
何

か
変
化
は
あ
り
ま
し
た
か
？

A
：
そ
う
で
す
ね
。
こ
れ
ま
で
も
支
援
者
・

サ
ー
ビ
ス
管
理
責
任
者
と
し
て
、
ア
セ
ス

メ
ン
ト
に
基
づ
い
た
支
援
の
構
築
は
大
切

に
し
て
き
た
の
で
す
が
、
中
核
的
人
材
の

研
修
で
様
々
な
ア
セ
ス
メ
ン
ト
の
手
法
を

知
る
と
と
も
に
ア
セ
ス
メ
ン
ト
の
重
要
性

を
再
認
識
で
き
ま
し
た
の
で
、
改
め
て

様
々
な
ツ
ー
ル
を
使
用
し
て
の
ア
セ
ス
メ

ン
ト
を
お
こ
な
う
機
会
を
設
け
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。

中
核
的
人
材
と
し
て
、
現
場
の
ス
タ
ッ

フ
と
一
緒
に
ア
セ
ス
メ
ン
ト
を
行
う
こ
と

で
、
中
核
的
人
材
の
私
だ
け
が
ア
セ
ス
メ

ン
ト
を
す
る
の
で
は
な
く
、
ど
の
ス
タ
ッ

フ
も
〝
ア
セ
ス
メ
ン
ト
〟
を
ス
タ
ー
ト
に

し
て
支
援
に
取
り
組
め
る
よ
う
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、
ア
セ
ス
メ
ン
ト
は
一
度
で
終

わ
る
の
で
は
な
く
、
取
り
組
み
で
迷
っ
た

り
煮
詰
ま
っ
た
り
し
た
時
に
も
ア
セ
ス
メ

ン
ト
に
戻
る
よ
う
に
現
場
ス
タ
ッ
フ
チ
ー

ム
に
強
調
し
て
伝
え
て
い
ま
す
。

最
初
の
質
問
で
も
お
伝
え
し
た
よ
う

に
、
研
修
を
受
講
し
て
ア
セ
ス
メ
ン
ト
を

通
じ
て
の
〝
客
観
的
な
視
点
〟
の
大
切
さ

を
改
め
て
感
じ
ま
し
た
。
自
分
で
は
気
付

け
な
か
っ
た
こ
と
で
も
、
ト
レ
ー
ナ
ー
の

一
言
で
〝
気
付
き
〟
を
得
た
り
、
一
気
に

視
点
が
増
え
る
感
覚
が
あ
り
ま
し
た
。
そ

の
感
覚
を
忘
れ
な
い
よ
う
に
、
現
場
で
の

支
援
を
進
め
て
い
る
と
き
も
〝
客
観
的
な

視
点
〟
を
持
つ
よ
う
に
は
常
に
意
識
を
し

て
い
ま
す
！

と
は
い
え
、
意
識
は
し
て
い
る
つ
も
り

な
の
で
す
が
実
際
は
な
か
な
か
難
し
い
で

す
よ
ね
…
。
取
り
組
み
に
煮
詰
ま
っ
て
い

る
と
、
や
は
り
〝
客
観
的
な
視
点
〟
が
持

ち
に
く
く
な
る
な
ぁ
…
と
思
い
ま
す
。
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こ
れ
ま
で
も
全
自
者
協
ニ
ュ
ー
ス
で
お

伝
え
し
て
い
た
〝
中
核
的
人
材
〟
の
仕
組

み
で
す
が
、
い
よ
い
よ
今
年
度
よ
り
制
度

化
さ
れ
て
取
り
組
み
が
始
ま
り
ま
し
た
。

今
回
は
、
実
際
に
中
核
的
人
材
の
役
割
を

担
っ
て
い
る
社
会
福
祉
法
人	

北
摂
杉
の
子

会	

辻
本
紗
弥
さ
ん
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
形
式

で
中
核
的
人
材
の
取
り
組
み
と
今
後
の
展

望
等
に
つ
い
て
お
話
を
お
う
か
が
い
し
ま

し
た
。

Q
：
中
核
的
人
材
の
研
修
を
受
け
て
ど
う

で
し
た
か
？

　

A
：
は
い
、
研
修
受
講
が
決
ま
っ
た
時
は

〝
中
核
的
〟
と
い
う
言
葉
を
聞
い
て
も
、
な

か
な
か
イ
メ
ー
ジ
が
わ
か
ず
「
い
っ
た
い

何
を
す
る
ん
だ
ろ
う
？
」
と
思
っ
て
い
ま

し
た
。
研
修
講
義
受
講
に
あ
た
っ
て
は
事

前
課
題
が
毎
回
出
て
お
り
、
最
初
は
分
か

ら
な
い
な
り
に
課
題
に
取
り
組
ん
で
い
ま

し
た
が
、
事
前
課
題
を
通
じ
て
自
分
自
身

少
し
ず
つ
見
え
て
く
る
も
の
が
あ
り
、
そ

れ
が
毎
回
の
講
義
受
講
で
更
に
ク
リ
ア
に

な
る
！
と
い
っ
た
イ
メ
ー
ジ
で
し
た
。

研
修
は
、
こ
れ
ま
で
学
ん
で
き
た
〝
強

中
核
的
人
材
と
し
て

今
感
じ
て
い
る
こ
と

度
行
動
障
害
〟
の
復
習
と
な
る
部
分
も
あ

り
、
私
が
普
段
現
場
で
対
応
し
て
い
る
ご

利
用
者
と
繋
が
る
内
容
で
し
た
。

研
修
期
間
は
半
年
で
回
数
は
全
６
回
で

し
た
が
、
毎
回
研
修
受
講
後
に
次
回
研
修

ま
で
に
取
り
組
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
課

題
等
が
あ
り
、
毎
日
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
で

の
ご
利
用
者
支
援
や
運
営
業
務
を
執
り
行

う
中
で
、
そ
れ
ら
の
課
題
を
切
り
ま
わ
し

て
い
く
の
が
正
直
な
と
こ
ろ
非
常
に
大
変

で
し
た
。
一
緒
に
受
講
し
て
い
た
同
僚
と

も
「
宿
題
多
い
よ
ね
！
大
変
だ
～
！
」
と

よ
く
話
し
て
い
ま
し
た
。

で
も
、
出
さ
れ
た
課
題
に
取
り
組
む

こ
と
で
、
こ
れ
ま
で
の
支
援
の
中
で
ご
利

用
者
の
ア
セ
ス
メ
ン
ト
が
不
十
分
だ
っ
た

こ
と
に
改
め
て
気
付
か
さ
れ
る
こ
と
が
多

く
、
ご
利
用
者
に
対
し
て
申
し
訳
な
い
気

持
ち
に
な
り
ま
し
た
ね
…
。

け
れ
ど
、
何
を
し
て
い
け
ば
良
い
の

か
が
ク
リ
ア
に
な
っ
た
し
、
取
り
組
ん
だ

こ
と
に
対
し
て
ト
レ
ー
ナ
ー
に
ア
ド
バ
イ

ス
を
も
ら
え
る
の
も
あ
り
が
た
か
っ
た
で

す
。
実
際
に
現
場
チ
ー
ム
で
取
り
組
ん
で

い
る
支
援
が
合
っ
て
い
る
と
分
か
っ
た
と

き
は
と
て
も
嬉
し
く
感
じ
ま
し
た
し
、
支

援
に
煮
詰
ま
っ
て
い
る
時
に
は
今
後
進
む

べ
き
道
が
見
え
る
よ
う
で
し
た
。

ま
た
、
こ
れ
ま
で
日
々
ご
利
用
者
と
向

き
合
っ
て
い
る
つ
も
り
で
し
た
が
「〝
客
観

的
な
視
点
〟
は
抜
け
て
し
ま
っ
て
る
な
～
」

と
、
ト
レ
ー
ナ
ー
の
言
葉
に
何
度
も
感
じ

さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。

全
６
回
の
研
修
の
う
ち
５
回
は
W
E
B

で
の
研
修
受
講
で
し
た
が
、
最
終
回
は
集

合
研
修
で
し
た
。
ト
レ
ー
ナ
ー
や
受
講
生

達
は
「
や
っ
と
会
え
た
ね
！
！
」
と
い
う

気
持
ち
で
し
た
。
直
接
会
っ
た
の
は
初
め

て
だ
っ
た
の
で
す
が
、
研
修
を
通
じ
て
意

見
交
換
を
し
た
り
他
の
受
講
生
の
取
り
組

み
を
共
有
し
て
き
た
の
で
、
と
て
も
親
近

感
が
あ
り
初
め
て
会
っ
た
と
い
う
感
じ
が

し
ま
せ
ん
で
し
た
。「
直
接
会
う
っ
て
大
切

な
ん
だ
な
～
」
と
し
み
じ
み
思
う
忘
れ
ら

れ
な
い
研
修
最
終
日
と
な
り
ま
し
た
。

Q
：
研
修
終
了
後
、
実
際
に
中
核
的
人
材

と
し
て
現
場
に
入
る
よ
う
に
な
っ
て
、
辻

本
さ
ん
自
身
の
今
ま
で
の
視
点
（
サ
ー
ビ 

ス
管
理
責
任
者
や
支
援
員
と
し
て
）
に
何

か
変
化
は
あ
り
ま
し
た
か
？

A
：
そ
う
で
す
ね
。
こ
れ
ま
で
も
支
援
者
・

サ
ー
ビ
ス
管
理
責
任
者
と
し
て
、
ア
セ
ス

メ
ン
ト
に
基
づ
い
た
支
援
の
構
築
は
大
切

に
し
て
き
た
の
で
す
が
、
中
核
的
人
材
の

研
修
で
様
々
な
ア
セ
ス
メ
ン
ト
の
手
法
を

知
る
と
と
も
に
ア
セ
ス
メ
ン
ト
の
重
要
性

を
再
認
識
で
き
ま
し
た
の
で
、
改
め
て

様
々
な
ツ
ー
ル
を
使
用
し
て
の
ア
セ
ス
メ

ン
ト
を
お
こ
な
う
機
会
を
設
け
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。

中
核
的
人
材
と
し
て
、
現
場
の
ス
タ
ッ

フ
と
一
緒
に
ア
セ
ス
メ
ン
ト
を
行
う
こ
と

で
、
中
核
的
人
材
の
私
だ
け
が
ア
セ
ス
メ

ン
ト
を
す
る
の
で
は
な
く
、
ど
の
ス
タ
ッ

フ
も
〝
ア
セ
ス
メ
ン
ト
〟
を
ス
タ
ー
ト
に

し
て
支
援
に
取
り
組
め
る
よ
う
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、
ア
セ
ス
メ
ン
ト
は
一
度
で
終

わ
る
の
で
は
な
く
、
取
り
組
み
で
迷
っ
た

り
煮
詰
ま
っ
た
り
し
た
時
に
も
ア
セ
ス
メ

ン
ト
に
戻
る
よ
う
に
現
場
ス
タ
ッ
フ
チ
ー

ム
に
強
調
し
て
伝
え
て
い
ま
す
。

最
初
の
質
問
で
も
お
伝
え
し
た
よ
う

に
、
研
修
を
受
講
し
て
ア
セ
ス
メ
ン
ト
を

通
じ
て
の
〝
客
観
的
な
視
点
〟
の
大
切
さ

を
改
め
て
感
じ
ま
し
た
。
自
分
で
は
気
付

け
な
か
っ
た
こ
と
で
も
、
ト
レ
ー
ナ
ー
の

一
言
で
〝
気
付
き
〟
を
得
た
り
、
一
気
に

視
点
が
増
え
る
感
覚
が
あ
り
ま
し
た
。
そ

の
感
覚
を
忘
れ
な
い
よ
う
に
、
現
場
で
の

支
援
を
進
め
て
い
る
と
き
も
〝
客
観
的
な

視
点
〟
を
持
つ
よ
う
に
は
常
に
意
識
を
し

て
い
ま
す
！

と
は
い
え
、
意
識
は
し
て
い
る
つ
も
り

な
の
で
す
が
実
際
は
な
か
な
か
難
し
い
で

す
よ
ね
…
。
取
り
組
み
に
煮
詰
ま
っ
て
い

る
と
、
や
は
り
〝
客
観
的
な
視
点
〟
が
持

ち
に
く
く
な
る
な
ぁ
…
と
思
い
ま
す
。
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10
月
16
日
の
常
任
理
事
会
に
て
、
社

会
福
祉
法
人
北
摂
杉
の
子
会
の
グ
ル
ー
プ

ホ
ー
ム
「
レ
ジ
デ
ン
ス
な
さ
は
ら
も
と
ま

ち
」
と
多
機
能
型
通
所
施
設
「
ぷ
れ
い
す

Be
」
を
見
学
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
は
利
用
者
ひ
と
り

一
人
の
ニ
ー
ズ
に
合
わ
せ
な
が
ら
設
計
さ

れ
て
お
り
、
そ
の
後
の
変
化
に
合
わ
せ
て

パ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
を
追
加
す
る
な
ど
の
改

良
も
積
み
重
ね
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら

「
オ
ー
ダ
ー
メ
イ
ド
」
な
支
援
を
徹
底
し
て

い
る
姿
勢
が
随
所
に
確
認
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

ま
た
、
支
援
関
係
が
固
着
し
な
い
よ
う

に
、
生
活
の
中
で
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

ツ
ー
ル
を
た
く
さ
ん
生
か
し
て
い
た
り
、

管
理
者
の
も
と
で
新
人
職
員
の
方
か
ら
も

説
明
し
て
い
た
だ
け
る
な
ど
、
職
員
へ
の

配
慮
や
指
導
が
行
き
届
い
て
い
る
こ
と
に

も
感
服
い
た
し
ま
し
た
。

通
所
の
多
機
能
型
施
設
で
あ
る
「
ぷ
れ

い
す
Be
」
で
は
、
利
用
者
の
日
替
わ
り
ラ

ン
チ
を
一
般
の
方
も
利
用
で
き
る
よ
う
に

施
設
訪
問
記

Q
：
中
核
的
人
材
と
し
て
現
場
に
入
る
よ

う
に
な
っ
て
良
か
っ
た
こ
と
と
課
題

A
：
良
か
っ
た
こ
と
と
い
え
ば
、
支
援
現

場
に
も
ア
セ
ス
メ
ン
ト
と
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ

ク
ル
の
大
切
さ
と
必
要
性
が
よ
り
浸
透
し

て
き
た
こ
と
な
の
か
な
…
と
思
い
ま
す
。

中
核
的
人
材
の
研
修
で
学
ん
で
き
た
と
い

う
こ
と
で
、こ
れ
ま
で
以
上
に
現
場
ス
タ
ッ

フ
へ
の
説
得
力
も
増
し
ま
す
し
、
こ
れ
ま

で
自
分
た
ち
が
大
切
に
し
て
き
た
支
援
の

方
向
性
は
間
違
っ
て
い
な
か
っ
た
ん
だ
！

と
い
う
気
持
ち
も
あ
り
ま
す
ね
。
も
ち
ろ

ん
、
今
後
も
引
き
続
き
質
に
つ
い
て
は
ま

だ
ま
だ
磨
く
必
要
が
あ
り
ま
す
が
…
。

研
修
の
中
で
、
ト
レ
ー
ナ
ー
に
支
援
の

ア
ド
バ
イ
ス
を
も
ら
っ
て
現
場
で
実
践
す

る
と
い
う
こ
と
を
繰
り
返
し
て
い
く
訳
で

す
が
、
イ
メ
ー
ジ
し
て
い
る
支
援
を
チ
ー

ム
で
取
り
組
む
事
の
難
し
さ
も
感
じ
ま
し

た
。
そ
の
難
し
さ
は
チ
ー
ム
全
体
の
力
量

だ
っ
た
り
、
例
え
ば
生
活
施
設
で
の
変
則

勤
務
の
中
で
ど
う
支
援
を
統
一
さ
せ
て
い

く
か
、
現
場
で
困
っ
た
時
に
チ
ー
ム
で
ど

う
フ
ォ
ロ
ー
し
合
え
る
か
…
な
ど
た
く
さ

ん
の
課
題
が
あ
る
の
だ
と
思
い
ま
す
。

事
業
所
に
お
け
る
サ
ー
ビ
ス
管
理
責
任

者
と
し
て
の
役
割
と
か
ぶ
っ
て
い
る
と
こ

ろ
も
あ
り
ま
す
が
、
私
自
身
チ
ー
ム
の
育

成
に
つ
い
て
は
も
っ
と
も
っ
と
頑
張
っ
て

い
き
た
い
と
こ
ろ
で
す
ね
！

Q
：
今
後
の
展
望
を
ど
の
よ
う
に
お
考
え

で
す
か
？

A
：
中
核
的
支
援
人
材
が
現
場
で
力
を
発

揮
す
る
こ
と
で
チ
ー
ム
支
援
は
成
熟
し
て

い
く
よ
う
に
思
い
ま
す
が
、
組
織
全
体
の

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
や
事
業
所
全
体
と
し
て
取

り
組
み
を
進
め
る
こ
と
が
難
し
く
な
る
局

面
が
必
ず
あ
る
と
想
像
で
き
る
の
で
、
そ

こ
で
広
域
的
支
援
人
材
に
入
っ
て
い
た
だ

き
、
組
織
的
に
取
り
組
む
た
め
に
ア
ド

バ
イ
ス
を
も
ら
っ
た
り
実
践
に
対
す
る

フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
を
い
た
だ
け
る
と
心
強

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

一
方
で
広
域
的
支
援
人
材
の
ア
ド
バ

イ
ス
を
現
場
の
実
践
に
活
か
し
て
い
く
た

め
に
は
、
チ
ー
ム
の
支
援
力
ア
ッ
プ
は
必

須
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
に
も

私
自
身
の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
も
引
き
続
き
頑

張
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
し
、

中
核
的
人
材
等
の
仕
組
み
が
更
に
広
が

り
、
ご
利
用
者
の
豊
か
な
暮
ら
し
に
つ
な

が
っ
て
い
く
こ
と
が
、
こ
の
事
業
の
目
指

す
と
こ
ろ
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

以
上

h─── h─── h─── h─── h─── h─── h─── h─── h─── h─── h─── h─── h─── h─── h

　～
社
会
福
祉
法
人
北
摂
杉
の
子
会
の
施
設
を

見
学
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
～

全
日
本
自
閉
症
支
援
者
協
会
　
広
報
委
員
長
　
五
十
嵐
　
猛
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設
計
さ
れ
て
お
り
、
地
域
と
の
交
流
場
と

し
て
様
々
な
障
が
い
の
方
が
利
用
で
き
る

よ
う
に
、
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
メ
ニ
ュ
ー
も

豊
富
に
用
意
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
ま
さ
に
、

松
上
利
男
会
長
が
掲
げ
ら
れ
て
い
る
「
地

域
に
生
き
る
」
理
念
が
実
現
化
さ
れ
て
お

り
、
各
自
治
体
の
中
で
も
汎
化
さ
れ
る
こ

と
が
望
ま
れ
る
施
設
体
系
で
あ
る
と
思
い

ま
し
た
。

両
施
設
の
見
学
を
通
し
て
、
自
閉
症
者

は
丁
寧
な
支
援
の
も
と
で
生
活
が
保
障
さ

れ
て
い
る
こ
と
、
そ
し
て
、
そ
の
た
め
に

は
高
い
専
門
性
へ
の
追
求
が
欠
か
せ
な
い

こ
と
を
再
確
認
す
る
だ
け
で
な
く
、
こ
れ

ら
を
支
え
て
い
る
職
員
の
方
々
の
「
利
用

者
へ
の
想
い
」
も
ヒ
シ
ヒ
シ
と
伝
わ
っ
て

き
た
こ
と
か
ら
石
井
哲
夫
元
全
国
自
閉
症

施
設
協
議
会
会
長
が
仰
ら
れ
た
「
福
祉
施

設
処
遇
は
人
間
の
善
意
と
技
術
の
集
積
と

に
よ
る
」
と
い
う
言
葉
を
思
い
起
こ
し
ま

し
た
。
制
度
と
現
場
が
乖
離
し
よ
う
と
す

る
中
で
、
こ
う
し
た
現
場
の
工
夫
が
も
っ

と
評
価
さ
れ
、
社
会
の
中
で
汎
化
さ
れ
て

い
く
た
め
に
も
全
自
者
協
会
員
施
設
間
に

お
け
る
視
察
や
実
地
を
通
し
た
交
流
を
深

め
て
い
く
こ
と
が
大
切
な
よ
う
に
思
い
ま

す
。
こ
の
度
、
元
気
が
で
る
機
会
を
提
供

し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
北
摂
杉
の
子
会
の

松
上
利
男
理
事
長
や
管
理
者
の
み
な
さ

ん
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
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設
計
さ
れ
て
お
り
、
地
域
と
の
交
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第第３３７７回回  全全日日本本自自閉閉症症支支援援者者協協会会  岩岩手手大大会会  開開催催要要項項  

 

 

１１．．大大会会趣趣旨旨  

 

強強度度行行動動障障害害へへのの支支援援をを追追求求しし、、地地域域でで支支ええるる仕仕組組みみをを作作るる  

 

２０２２年度に「強度行動障害を有する者の地域支援体制に関する検討会」が開催  

され、その報告書の中で「支援人材のさらなる専門性の向上」「支援ニーズの把握と相  

談支援やサービス等に係る調整機能の在り方」「日常的な支援体制の整備と支援や受入  

の拡充方策」「状態が悪化した者に対する『集中的支援』の在り方」「こども期からの  

予防的支援・教育との連携」「医療との連携体制の構築」という６つの視点が示された。 

地域の支援体制を整えていく上では、中核的人材や広域的支援人材を活用しながら、  

重層的かつ横断的でしなやかな地域における協働を進めていく必要性も指摘され、そ  

うした人材の養成研修も始まっているところである。 

  今回の大会では、強度行動障害支援にテーマを絞り、基調講演や分科会、そしていろ

いろな鼎談を通して、それぞれの地域がこれから進むべき方向性を参加者の方々といっ

しょに考えていきたい。 

 

 

  

２２．．主主    催催   全日本自閉症支援者協会  

  開催担当 全自者協北海道・東北ブロック 

           厚田はまなす園 札幌市自閉症者自立支援センターゆい  

石山センター 社台福祉園 社台やわらぎ園 樽前希望学園 

星が丘寮 ねお・はろう 虹の家 

 

 

３３．．後後    援援   岩手県 日本自閉症協会  

  岩手県知的障がい者福祉協会 岩手県自閉症協会   

 

 

４４．．期期    日日   令和６年１２月９日（月）～１０日（火） 

 

 

５５．．会会    場場      アイーナ（いわて県民情報交流センター） 

          盛岡市盛岡駅前西通１丁目７－１ 

  

 

６６．．参参加加対対象象者者  全日本自閉症支援者協会会員施設職員 

         知的障害者施設関係職員  

保護者 当事者 学生 

  その他の関係機関職員 

   会場の関係で３００名を定員とさせていただきます。 
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７７．．参参  加加  費費  両日参加の場合：８，０００円 １日のみ参加の場合：４，０００円 

          保護者の方と当事者の方、学生はそれぞれ半額となります。 

         ★２日目の午後のプログラムは支援者のみの参加となるため★ 

         （情報交換会費は別途８，０００円 ２日目の弁当をご注文の場合別途１，０００円） 

 

  

８８．．大大会会ププロロググララムム  ※※後後日日のの動動画画配配信信はは行行いいまませせんん。。  

１日目   

 ■受付時間 

   １２：００ ～ １２：５０ 

 

■開会行事    

  １２：５０ ～ １３：１０ 

  

■全日本自閉症支援者協会の理念「びるどＵＰプロジェクトの報告」 

  １３：１０ ～ １３：４０ 

   全日本自閉症支援者協会 副会長  石井 啓氏 

 

■行政説明 

  １３：４０ ～ １４：１０ 

   厚生労働省 社会・援護局 障害保健福祉部  

障害福祉課 地域生活・発達障害者支援室  

発達障害施策調整官  山根 和史氏 

   １４：１０ ～ １４：３０ 

    こども家庭庁 支援局 障害児支援課 発達障害児支援専門官 今出 大輔氏 

 

■基調講演① 

  １４：４５ ～ １５：４５  

   「行動障害のある自閉症の子育てにおける父親の役割」 

               岩手県自閉症協会  熊本 葉一氏  松田 文弥氏 

              進行：盛岡大学短期大学部幼児教育科  小川 博敬氏 

 

■基調講演② 

  １６：００ ～ １７：００ 

   「中核的支援人材と広域的支援人材が果たす役割」 

     独立行政法人国立重度知的障害者総合施設のぞみの園 

                            理事長  田中 正博氏 

 

 

■情報交換会 

  １８：００～ 

   ホテルメトロポリタン盛岡 ニューウイング 4 階「メトロポリタンホール」 

    盛岡市盛岡駅前北通２−２７ アイーナからは盛岡駅をはさんで反対側です。 
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２日目  

■受付時間 

  ９：２０ ～ ９：５０ 

 

■鼎談祭り 

   ９：５０ ～ １１：３０  自分の行きたい場所に自由に移動できます。 

 

＊A 会場 「在宅で暮らす強度行動障害の方の生活を支えるために」 

  登壇者  

札幌市緊急短期入所調整窓口業務の現状と展望   

社会福祉法人はるにれの里   加藤 潔氏 

支援の実際     

Ｇｏｏｄ Ｊｏｂ 奥州 佐々木 千枝氏 

行政の立場から進めていきたい取り組み      

岩手県保健福祉部障がい保健福祉課  内藤 和宏氏 

 

  ＊Ｂ会場 「強度行動障害の方々を支える地域の支援体制を構築するために」  

    登壇者 

     集中的支援の展望と課題             

社会福祉法人はるにれの里  佐藤 貴志氏 

     受け入れ先を増やしていくための展望と課題    

岩手県発達障がい者支援センターウィズ  長葭 康紀氏 

     事業所や支援者を支える仕組みを整えていくための展望と課題   

社会福祉法人北摂杉の子会  伊名岡 宏氏 

 

  ＊Ｃ会場 「虐待を起こさない職場づくりのために」  

    登壇者 

     管理者の立場で考えていること 

              社会福祉法人若竹会 新たな郷わかたけ  高屋敷 大助氏 

     現場職員の立場で考えていること 

           社会福祉法人フレンドシップいわて 虹の家  髙橋 健太氏 

     障がい者福祉の立場で考えていること 

                     NPO 法人ふれんど４５  小林 信篤氏 

 

  ＊D 会場 「高齢化のニーズに丁寧な対応をしていくために」 

    登壇者 

     本人の高齢化に伴う医療的ニーズにどう対応していくか 

                       社会福祉法人侑愛会  中野 伊知郎氏 

     高齢化によるさまざまなニーズにどう対応していくか 

              社会福祉法人檜の里  近藤 裕彦氏 

     高齢化の実態調査から見えること 

                盛岡大学短期大学部幼児教育科  小川 博敬氏 

 

★厚生労働省 社会・援護局 障害保健福祉部 障害福祉課 地域生活・発達障害者支

援室 発達障害施策調整官  山根 和史氏  発達障害対策専門官 西尾 大輔氏 

こども家庭庁 支援局 障害児支援課 発達障害児支援専門官 今出 大輔氏が各鼎

談会場を回ります。貴重な意見や感想が伺えると思います。 
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■分科会（ここからは「支援者」で申し込みされた方のみの参加となります） 

   １２：３０ ～ １４：５０  午後はワークショップ形式の分科会です。 

 

  ＊第１分科会 「障害特性についてのアセスメントの引き出しを増やそう」 

    映像を見ながら障害特性についてのアセスメントの方法を学びます。 

企画者：社会福祉法人侑愛会  

ねお・はろう  上川 孝一氏 

 

  ＊第２分科会 「氷山モデルを使って事例を整理してみよう」 

    架空事例を基にしながら氷山モデルの考え方を学びます。 

     企画者：社会福祉法人はるにれの里  

札幌市自閉症・発達障がい支援センターおがる  石田 昭人氏 

 

  ＊第３分科会 「ケースカンファレンスを活用しよう」 

    実際にケースカンファレンスをやってみて、その効果や方法を学びます。  

     企画者：社会福祉法人はるにれの里  

自閉症者地域生活支援センターなないろ  加藤 潔氏 

 

  ＊第４分科会 「強度行動障害の方への環境調整を考えよう」 

    アセスメント結果を基にしながら、仮想環境を作ってみます。 

     企画者：社会福祉法人侑愛会  

北海道発達障害者支援センターあおいそら  片山 智博氏 

 

★厚生労働省 社会・援護局 障害保健福祉部 障害福祉課 地域生活・発達障害者支

援室 発達障害施策調整官  山根 和史氏  発達障害対策専門官 西尾 大輔氏 

こども家庭庁 支援局 障害児支援課 発達障害児支援専門官 今出 大輔氏が各分

科会会場を回ります。貴重な意見や感想が伺えると思います。 

    

 

 ■閉会 

   １４：５０ ～ １５：００  会場ごとに閉会にかかわる諸連絡を行います。 

  

 

９９．．大大会会事事務務局局  〒０２９－４５０１ 岩手県胆沢郡金ケ崎町六原町の内表道下３１－２ 

          障害者支援施設 虹の家（佐藤直美・高橋由紀） 

            ＴＥＬ ０１９７－４３－２７８７ 

            ＦＡＸ ０１９７－４３－２７８９ 

            Ｅメール nijinoie@k3.dion.ne.jp 

 

１１ ００ ．．参参加加申申込込等等  

   別紙をご覧頂き、申込専用サイトからお申し込みください。 

   http://www.mwt-mice.com/events/zenjisyakyo-morioka2024 

〒020-0022 岩手県盛岡市大通 3-3-10（七十七日生盛岡ビル 9 階） 

名鉄観光サービス㈱盛岡支店（佐々木・大川） 

TEL 019-654-1058 ／ E メール zenjisya37@mwt.co.jp 
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（プランA・B） （プランC・D）

付添介護費用 8,000円 8,000円

差額ベッド費用 上限5,000円 上限5,000円

入院臨時費用 5,000円 5,000円

付添介護費用 8,000円 8,000円

入院諸費用 1,000円 1,000円

死亡弔慰金 50,000円 50,000円

入院保険金 1日につき 3,000円 2,000円

手術保険金 入院の有無により 1.5万円～3万円 1万円～2万円

通院保険金 1日につき 1,500円 1,000円

死亡保険金 2,260,000円 100,000円

後遺障害保険金
2,260,000円～

90,400円

100,000円～

4,000円

個人賠償責任補償 300,000,000円 300,000,000円

施設等管理下財物復旧費用補償 500,000円 500,000円

弁護士費用等補償 2,000,000円 2,000,000円

ASJ
保険

AIG
損保

ASJ保険 6,100円 ASJ保険 6,100円 ASJ保険 6,100円 ASJ保険 6,100円

AIG損保 14,610円 AIG損保 10,690円 AIG損保 14,610円 AIG損保 10,690円

年会費 500円 年会費 500円 年会費 2,500円 年会費 2,500円

21,210円 17,290円

（プランＤ)

23,210円 19,290円

日本自閉症協会の正会員
（加盟団体)の個人会員の方

自助会員の方

（プランＡ) （プランＣ) （プランＢ)

肺炎で入院
医師から付添を依頼され
個室利用することに…

〒 東京都中央区明石町 ニッコンビル
： ： Ｍ ：

フリーダイヤル 受付時間：月～金（ 祝日除く） ～

一般社団法人日本自閉症協会 保険事務局

「「自自閉閉ススペペククトトララムム症症ののたためめのの総総合合保保障障」」

お問い合わせ・お申し込み 保険事務局

－－ 新新規規加加入入ののごご案案内内 －－

総合保障は「病気やケガでの入院保障」「ケガでの通院補償」「個人賠償責任補償」「弁護士費用等補償」など
自閉スペクトラム症の人たちやご家族の多くが日ごろ心配に思っている不安を少しでも軽くするための保険です

【【 年年度度 総総合合保保障障加加入入ププラランンとと保保障障内内容容】】

自転車事故で
法律上の損害賠償
責任を負う事に…

施設のガラスを
壊してしまった！

本人が状況説明で
きず逮捕、勾留さ
れてしまった パニックになって

他人にケガをさせて
しまった

こちらの コードから 保険のホームページをご覧いただけます。
年度版のパンフレットについては準備が整い次第ホームペー

ジからもご覧いただけるようになります。

加入プラン
保障項目

こちらは 年 月以降に新規加入または継続加入される場合のご案内となりま
す。 年 月までに新規加入を希望される方へは 年度版パンフレットをお
送りいたします。年度途中でも加入していただけます。詳しい内容・ご不明点は
保険事務局までお問い合わせいただけますようお願い申し上げます。

フリーダイヤル

まさかのトラブル・・・そんな時にも役立つ保険です

新新 新新

・入院時に個室を利用した。
・病院の要請により母親が付添介護をした。
・退院した後で通院を 日間した。

保険

保険
＋

損保障害保険

病気で
入院

Ｗの保障で安心！

虫歯治療 入院 日間 【 保険の保障】
付添介護費用 日 円× 日＝ 円
差額ベッド費用 日 円× 日＝ 円
入院臨時費用 入院 円
入院諸費用 日 円× 日＝ 円

合計 円

●保険金のお支払い事例 実際の保険金支払は請求内容により異なります。

・入院時に個室を利用した
・病院の要請により母親が付添をした

ケガで
入院

損保障害保険 入院 日目から補償
お問合せ先： 株 ジェイアイシー（ 損保代理店）

転倒し足首を骨折 入院 日間 【 保険の保障】
付添介護費用 日 円× 日＝ 円
差額ベッド費用 日 円× 日＝ 円
入院臨時費用 入院 円
入院諸費用 日 円× 日＝ 円

合計 円【 損保の補償】
入院保険金 日 円× 日＝ 円
通院保険金 日 円× 日＝ 円

合計 円
円 円＝総額 円

保険 損保

保険入院 日目から保障
お問合せ先： 保険事務局

保険入院 日目から保障
お問合せ先： 保険事務局

損保のお支払事例は
プラン ・プラン を対象としています。

新新

新新


